
別紙 １
試算に利用した病床利用率について

Ｈ30病床利用率 試算における採用病床利用率 （参考）Ｈ29病床利用率

療養 一般 療養 一般 療養 一般

横浜 0.89 0.79 0.90 0.79 0.923 0.810

川崎北部 0.93 0.84 0.93 0.84 0.93 0.81

横須賀・三浦 0.74 0.81 0.90 0.81 0.83 0.79

※ 出典：平成30年度病床機能報告
⇒ 病床利用率 ＝ 年間在棟延べ患者数（H29.7.1～H30.6.30）×100 / 稼働病床数（平成30年７月１日時点）×365日

※ 国告示の下限値よりも低い場合は下限値を採用し、色づけしている。

国告示 病床利用率

療養 一般

0.90 0.76

（参考） 病床利用率の変化による基準病床数への影響（人口は試算と同じH31.1.1時点）

病床利用率 ▲２％ 病床利用率 ▲１％ 試算 病床利用率 ＋１％ 病床利用率 ＋２％

横浜 25,321（＋618） 25,009（＋296） 24,703 24,407（▲306） 24,115（▲588）

川崎北部 3,882（＋86） 3,839（＋41） 3,796 3,755（▲43） 3,714（▲82）

横須賀・三浦 5,562（＋132） 5,496（＋64） 5,430 5,366（▲66） 5,304（▲126）



別紙 ２

適用年度 H30年度～ Ｒ元年度～ Ｒ２年度～（試算）

時点 H29.1.1 H30.1.1 H31.1.1

横浜
総人口 3,731,096 3,733,084(+1,988) 3,740,944(+7,860)

65歳以上 888,543 902,899(+14,356) 913,323(+10,424)

川崎北部
総人口 849,775 854,808(+5,033) 860,390(+5,582)

65歳以上 150,795 168,326(+17,531) 171,469(+3,143)

横須賀・三浦
総人口 709,759 705,364(▲4,395) 701,110(▲4,254)

65歳以上 220,558 222,151(+1,593) 223,060(+909)

試算に利用した人口の推移について

（参考） 人口の推移による基準病床数への影響（病床利用率は試算と同様）

適用年度 H30年度～ Ｒ元年度～ Ｒ２年度～（試算）

時点 H29.1.1 H30.1.1 H31.1.1

横浜 23,635（▲1,068） 24,202（▲501） 24,703

川崎北部 3,529（▲267） 3,667（▲129） 3,796

横須賀・三浦 5,264（▲166） 5,335（▲95） 5,430

単位：人 （ ）内は前年からの増減

単位：床
（ ）内は試算からの増減



（参考） 第７次神奈川県保健医療計画 基準病床数等の推移
適用年度 Ｈ30年度～ Ｒ元年度～ Ｒ２年度～

Ｒ３年度～
二次医療圏 療養 一般 療養 一般 療養 一般

横浜
23,516 23,605 24,703

医療計画の中間見直し年

全２次医療圏で、基準病床数の
見直し検討を実施予定

旧横浜３圏域毎のため記載省略 0.923 0.810 0.90 0.79

川崎北部
3,662 3,768 3,796

0.93 0.80 0.93 0.81 0.93 0.84

川崎南部
4,189

0.90 0.76

相模原
6,545

0.90 0.76

横須賀・三浦
5,307

見直しせず
5,430

0.90 0.80 0.90 0.81

湘南東部
4,064

0.90 0.82

湘南西部
4,635

0.90 0.76

県央
5,361

0.90 0.76

県西
2,809

0.90 0.76

別紙３

※病床利用率は基準病床数の算定に使用した採用病床利用率を記載


